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【背景と目的】 
高齢者や有疾患者などの低体力者における自発的な身体活動の低下は、血管内皮機能低下を
引き起こし、動脈硬化性疾患の発症の要因となる。3分間程度の短時間他動運動は末梢血流量
を増加させると報告されているが、3分間を超える定常状態の他動運動に対する末梢血流反応
を報告した研究はほとんどない。定常状態の他動運動が血流量の増加を引き起こすと仮定す
ると、他動運動は末梢血管の動脈硬化予防に役立つ可能性がある。本研究は、20 分間の定常
状態の他動運動が心肺動態および筋組織酸素動態に与える影響について検討することを目的
とした。 
 
【対象および方法】 
8 名の健康な男性(年齢：20.8±0.3歳；身長：174.2±2.2cm；体重：64.9±2.2kg；平均値±SE)
を対象とした。3分間の座位安静後、被験者は自転車エルゴメータを用いて回転数 50回/分で
20 分間の他動運動を連続的に行った。肺酸素摂取量および心拍出量はそれぞれブレス・バイ・
ブレス式呼吸代謝測定法およびインピーダンス式心拍出量計を用いて測定し、筋組織酸素動
態は近赤外空間分解分光法を用い、左脚の外側広筋にて測定した。 
 
【結果】 
肺酸素摂取量は安静時(4.2±0.2ml/kg/分)と比べて運動開始 1 分後(6.1±0.3ml/kg/分)には有意
(p<0.05)に増加したが、数分で安静時の値に戻った(運動開始 3分後：4.9±0.2ml/kg/分、安静時
に対して p=0.781)。心拍出量は運動中には有意な変化はみられなかった。筋組織酸素飽和度は
運動開始後に増加し、その後定常状態を維持した(運動開始 1分後：3.9±0.7%、p<0.05、運動
開始 3分後：4.3±0.6%、p<0.05、運動開始 5分後：4.3±0.9%、p<0.05、運動開始 10分後：5.6
±0.9%、p<0.05、運動開始 15分後：6.3±0.8%、p<0.05、運動開始 20分後：6.7±0.8%、p<0.05、
値および有意水準は安静時との比較)。また、運動終了 1 分後でも組織酸素飽和度は安静時と
比べて有意に増加した状態を維持した(運動終了 1分後：6.8±0.8%、p<0.05)。 
 
【結論・考察】 
これらの結果から、今回用いた他動的自転車運動は、特異的に筋組織酸素飽和度を上昇させ
る、つまり末梢血流の増加をもたらすことが判明した。末梢血流の増加は、内皮機能の改善
や動脈硬化予防に関与することから、今回の他動的自転車運動は低体力者の運動処方に応用
できる可能性が考えられる。 
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